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 解 説  

 

１．米国における加工食品の輸入規制 

米国の加工食品の輸入規制については、主に保健福祉省・食品医薬品局（Food and 

Drug Administration。以下「FDA」といいます。）が所管しており、適正製造規範や

バイオテロ法、食品安全強化法等への対応が求められます。 

本回答では、FDA 所管の主な規制について解説しますが、原材料やその割合、加

工状態等によって、他局規制が適用されるケースがございますので、フォワーダー

や現地卸売業者等とも適宜ご相談ください。 

 

２．適正製造規範（GMP） 

適正製造規範（Good Manufacturing Practice: GMP）は、原材料から最終製品ま

での全段階に亘って様々なチェック項目を設けることで、より良い品質かつ安全な

製品を供給するための、事業者における安全管理方針です。米国では 1960 年代か

ら採用され、法的強制力を持つ連邦規則として定められています。製造管理・品質

管理の観点から、危害分析やリスクベースの予防管理等が求められます。 

当規範に違反する加工食品は「不良食品」とされ、輸入および州間取引が禁止さ

れます。直近の GMP（Current Good Manufacturing Practices）については、FDAウ

ェブサイトから確認でき 

 

Ｑ． 

 当社製品の乾麺を米国に輸出したいと考えています。現地の輸入規制や当社

が対応すべき点について教えてください。（食品製造業） 

 

Ａ． 

 米国への加工食品の輸出においては、主に①食品の衛生管理・安全性に関す

る基準の遵守、②食品関連施設の登録や貨物内容の事前通告、③添加物や商品

ラベルにかかる対応が必要です。 

 今後、FDAによる査察対応等も想定されることから、ジェトロや専門家等を通

じて常に最新の規制情報を収集することが肝要です。 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/21_US_FSMA.pdf

